
原発より危険!?  

日本を滅ぼす 

ＴＰＰ交渉参加を止めよう!! 

11月のAPECまでに 

なにやら最近、11月のAPECまでにTPP交渉参加の決断、とか言う声が聞こえてきますが、TPPってよくわかんない、という人、いやいや農業方面にはキ

ビシイかも知れないけど、日本の産業が生き残るためにはしょうがないんじゃない？という人、それどころじゃないんです。本当に恐ろしいの

は、企業や投資家の利益追求のため、国民を守るための法律が骨抜きにされうること。発効されて

からでは手遅れなのです。当たり前に暮らせる日本を未来に残すため、今すぐ立ち上がりましょう。まずは裏面で問題のごく一部
を読んで、考えてみてください。 

 
日本のＴＰＰ参加を食い止めるために、今すぐ動こう！！ 
 

まずTPPについての情報を周りの人に伝えましょう。友達に話す。メーリングリストやツイッター、フェイスブックなどで広めましょう。 
そして、11月のAPECまでに、その声を政府に届けないと間に合いません。今すぐ政府に対してTPPに反対だ、との意思表示をガンガンしていきましょう。
黙っていると賛成と見なされてしまいますよ！ 
 

■省庁へメール作戦 
首相官邸 ご意見募集               https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html 
外務省 ご意見・ご感想            https://www3.mofa.go.jp/mofaj/mail/qa.html  
経済産業省 ご意見・お問い合わせ https://wwws.meti.go.jp/honsho/comment_form/comments_send.htm 
 

■国会議員を直接訪問 
自分が票を持っている選挙区の議員に会いに行って、自分の意見を伝えるのが一番効果的。友達を誘って複数人で行くのがより効果的。 
意見をまとめて「陳情書」として持っていくと伝わりやすいでしょう。 

https://www.kantei.go.jp/jp/forms/goiken_ssl.html
https://www3.mofa.go.jp/mofaj/mail/qa.html
https://wwws.meti.go.jp/honsho/comment_form/comments_send.htm


そもそもTPPって何？ 
「環太平洋戦略的経済連携協定」の略で、参加国の間で関税（輸出入にかかる税金）を一切なくそう、関税以外でも経済のあらゆる国
境を取り払おう、という協定です。2015年の発効に向け、現在貿易、サービス、投資、労働などの24の分野で交渉が進められていま
す。詳細情報は、参加表明と引き換えに伝えられることになっているので、具体的な中身がよくわからないのです。 

TPPに入らないと産業にダメージがあるって経産省が試算してたけど? 
関税の撤廃で有利になると期待されている耐久消費財（車や家電製品など）の輸出額はGDP比1.65%。輸出全体でもGDP比17%と日
本は内需の国なのです。しかも、関税撤廃の効果は円高で簡単に吹っ飛んでしまいます。そもそも試算の根拠が「産業界へのヒアリン
グ等」で株価への影響を理由に個別品目を全て非公開で最悪のケース、というアヤシイもの。むしろ、日本の産業の大部分を占める
サービス分野にアメリカ企業が参入しやすくなることによるダメージを心配すべきなのです。 

TPPに入ると何が心配？ 
もっとも良く知られるリスクは例外なき関税撤廃で農業が大打撃を受けること。これにより日本の食料自給率は14%にまで下がると
言われています。自国の食料を海外からの輸入に頼るのは、国家の安全保障の面から大変危険。しかし、それよりも危険なのが、「非
関税障壁」の撤廃、と呼ばれているもの。非関税障壁とは、海外企業や投資家が利益を得るために障害になっているというもの全てを
指すことが出来ます。つまり、アメリカの保険・医療サービス会社は日本の国民健康保険制度を、遺伝子組み換え作物の会社は遺伝子
組み換え表示義務を、金融機関や投資家は郵政資金やJA共済の国内運用義務を、建設会社やその他サービス企業は政府調達公示の日
本語表示を（つまり英語でも書けと）、自動車産業はエコカー減税や排ガス規制を、非関税障壁と呼び、仲裁機関に訴えることができ
るのです。そして、非公開の審理の結果、強制力のある判定にて、日本の規制が撤廃されたり、企業に対して巨額の賠償金を払わされ
たりする可能性があります。前例として、NAFTAに加入しているカナダが、神経性有毒物質であるMMTというガソリン添加物の使
用を禁止していたのを米国の燃料メーカーが訴えて、カナダ政府が敗訴し、3.5億ドルの損害賠償を支払わされる、という判定が下さ
れたこともあるのです。つまり、日本の国内法で国民を守ることが出来なくなるのです。 

またまた何を根拠にそんな大げさな、と思ったアナタ、ひとまず以下の情報を見て考えてみてください。 

サルでもわかるTPP http://luna-organic.org/tpp/tpp.html  

The Journal 特集：TPPとは一体何物か？TPPの真相と深層 http://www.the-journal.jp/contents/newsspiral/2011/09/tpp_19.html  

中野剛志先生のよくわかるTPP解説 http://www.youtube.com/watch?v=RlyluxDfjMo  
 

考えたら、今すぐ行動しましょう。当たり前に生きられる日本を次の世代に残すのは、私たちの責任です。 

「Ｓｔｏｐ！ ＴＰＰ」は、日本のＴＰＰ加盟をなんとかして阻止しなきゃ！ という切実な思いで集まった市民のグループ。 

会長もいなければ、会員名簿もない、もちろん会費もいらない、ゆるやかなつながりです。 

日本のＴＰＰ加盟に反対！ と思ったあなたは今日からわたしたちの仲間。 

つながりましょう。できれば、一緒に行動しましょう♪  
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